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魂
に
震
え
る
念
仏
を

大
本
山
光
盟

寸
法
主

宮

林

昭

彦

台

下

神
浄
青
が
新
年
度
に
あ
た
り
平
野
会
長
を
中

心
に
新
体
制
を
と
と
の
い
、
選
ば
れ
た
ス
タ
ッ

フ
に
よ

つ
て
、
こ
こ
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た

こ
と
大
い
な
る
期
待
を
こ
め
て
慶
祝
に
存
じ
ま

す
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
宗
祖
法
然
上
人
の
教

え
の
特
色
は
時
機
相
応
と
い
わ
れ
ま
す
。
時
機

を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
末
法
洗
季
の
時
代
に
生

き
る
凡
夫
、
そ
れ
は
今
に
生
き
る
私
が
主
題
で

す
。
仏
教
は
自
覚
の
宗
教
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

現
代
と
人
間
を
凝
視
し
て
、
仏
教
的
立
場
か
ら
、

念
仏
の
本
義
の
上
か
ら
、
自
ら
目
覚
め
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
や
や
も
す
る
と
現
代
的
尺
度
で

仏
教
と
、
念
仏
を
見

つ
め
直
そ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
現
代
化
と
い
う
こ
と
は

現
在
の
進
ん
で
い
る
科
学
的
思
惟
方
法
で
見
直

す
こ
と
は

一
面
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
現
代
社

会
の
様
相
を
、
仏
教
的
立
場
で
意
識
改
革
す
る

こ
と
こ
そ
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
現
代
日
本
の
す
が
た
は
、
社
会

的
、
文
化
的
そ
し
て
倫
理
的
な
価
値
観
が
く
ず

れ
去

っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
歴

史
の
流
れ
の
な
か
で
先
人
達
が
伝
え
て
き
た
よ

き
伝
統
を
し

っ
か
り
伝
承
す
る
こ
と
で
す
。
わ

が
国
は
時
代
は
さ
ま
ざ
ま
移

っ
て
も
、
そ
の
土

壌
は
仏
教
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
文
化
や
道
徳

が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
も
の

に
対
す
る
価
値
判
断
も
様
々
で
、
自
由
の
名
の

も
と
に
我
侭
勝
手
で
自
己
中
心
の
行
動
が
目
に

あ
ま
り
ま
す
。
そ
の
と
き
こ
そ
仏
教
の
精
神
を

通
じ
て
社
会
に
共
生
和
合
の
秩
序
が
保
た
れ
、

人
間
が
ま
ず
命
の
尊
厳
の
も
と
、
な
に
よ
り
心

に
生
き
る
感
動
を
お
ぼ
え
る
こ
と
を
喚
起
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

宗
祖
が
黒
谷
青
竜
寺
に
於
い
て
十
八
歳
か
ら

四
十
三
歳
ま
で
血
み
ど
ろ
の
求
道
生
活
の
な
か

で
つ
い
に
回
心
さ
れ
た
ご
心
境
を
追
懐
し
て
、

今
こ
そ
浄
青
の
諸
君
は
魂
の
震
え
る
よ
う
な
念

仏
を

一
分
で
も
味
得
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

念
仏
に
も
の
う
き
人
は
無
量
の
宝
を
失
う
べ

し

。
念
仏
に
い
さ
み
あ
る
人
は
、
無
辺
の
悟
り
を

開
く
べ
き
人
な
り
。

相
か
ま
え
て
願
往
生
の
心
に
て
念
仏
を
相
続

す
べ
き
な
り
。

『十
二
問
答
』

こ
の
た
び
の
テ
ー
マ

「
原
点
回
帰
」
こ
そ
時
宜

を
得
た
宗
祖
八
百
年
大
御
忌
に
相
応
し
い
実
践

道
と
心
得
て
更
な
る
御
精
進
を
希
念
申
し
上
げ

ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
た
春
四
月
、
例
年
の
如
く
各

総

。
大
本
山
で
は
御
忌
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
金
戒
光
明
寺
の
堂
内
に
於
い
て
拝
し

た

『
一
枚
起
請
文
』
に
す
ご
い
感
動
を
覚
え
、

法
然
上
人
の
お
姿
が
目
の
前
に
あ
る
よ
う
な
気

が
致
し
ま
し
た
。

初
讃
唱
導
師
を
さ
れ
た
長
野
教
区

・
荻
須
具

教
上
人
よ
り
招
待
を
受
け
御
忌
会
に
参
列
。
四

月
二
十
三
、
二
十
四
日
の
日
中
法
要
に
於
い
て

の
み
軸
装
の
ご
文
が
堂
内
に
て
内
拝
せ
ら
れ
る

と
い
う
幸
甚
に
恵
ま
れ
た
の
で
す
。
法
然
上
人

が
勢
観
房
に
さ
ず
け
ら
れ
た
真
筆
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
が
、
通
称
く
ろ
谷
と
い
わ
れ
て
い
る

京
都
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る

一

枚
起
請
文
。
目
の
前
を
そ
の
お
軸
が
し
ず
し
ず

と
通
り
過
ぎ
、
時
間
に
す
れ
ば
ほ
ん
の

一
瞬
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
物

へ
の
ト
キ
メ

キ
、
感
激
は

一
入
の
も
の
で
し
た
。

黒
谷
と
い
え
ば
、
比
叡
山
の
西
塔
黒
谷

。
青

龍
寺
は
、
隠
遁

。
ご
修
行
さ
れ
た
法
然
上
人
が
、

経
蔵
で
開
宗
の
御
文
を
発
見
、
専
修

一
行
の
身

と
な
ら
れ
た
地
で
あ
り
ま
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
神
奈
川
浄
青
で
は

九
月
に
こ
の
黒
谷
で
夜
を
徹
し
て
の
別
時
念
仏

を
行
う
と
の
こ
と
。
浄
青
が
発
足
し
三
十
五
周

年
を
迎
え
る
節
目
に
誠
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
神
浄
青
の
草
創
期
を
担

っ
た

一
人
と
し
て
、
か
つ
て
各
大
本
山
の
大
広
間
に

寝
泊
り
し
念
仏
行
脚
を
続
け
た
こ
と
な
ど
が
今
、

脳
裡
に
よ
み
が
え
り
ま
す
ｃ
宗
祖
の
歩
ま
れ
た

跡
を
た
ど
り
、
念
仏
の
教
え
の
根
本
道
場
に
立

つ
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
浄
青
の
め
ざ
す

「原

点
回
帰
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

念
仏
の
教
え
を
し

っ
か
り
受
け
継
い
で
い
こ

う
と
す
る
青
年
僧

へ
の
期
待
は
大
き
い
。
そ
う

し
た
中
で
滅
後
、
八
百
年
後
の
我
々
に
ま
で
、

心
を
と
ど
め
書
き
と
め
ら
れ
た
御
遺
訓
の
意
を

し

っ
か
り
受
け
と
め
て
進
ま
れ
る
こ
と
を
願
い

た
い
。
特
に

「只

一
向
に
念
仏
す
べ
し
」
の
文

が
改
め
て
伝
道

へ
の
確
信
と
な
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

く
ろ
だ
に
で
の
思

い

神
奈
川
教
区
教
区
長

平

野

仁

司
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平
成
二
十
年
度
総
会
報
告

高
座
組
　
藤
本
　
剛
史

平
成
二
十
年
四
月
二
十
三
日
、
大
本

山
光
明
寺
に
て

「
平
成

二
十
年
度
浄
土

宗
神
奈
川
教
区
青
年
会
定
期
総
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
殿
で
の
回
願
法
要
後
、
書
院

に
て

相
馬
副
会
長

の
開
会
宣
言
に
て
午
後

一

時
よ
り
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
出
席
者
は
五
六
名
、
委
任
状
が
四
二

名
分
、
計
九
八
名

で
現
在

の
会
員
数
百

二
十
四
名

の
過
半
数
を
得

て
成
立
致
し

ま
し
た
。

第
十
九
期
平
野
会
長
、
第
十
八
期
三

荒
会
長

（現
相
談
役
）
の
挨
拶
の
後
、

大
本
山
光
明
寺
執
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
戴
し
、
続

い
て
神
奈
川
教
区
よ
り
参

事
の
安
藤
昌
信
上
人
よ
り
ご
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

議
長
選
任
に
つ
い
て
は
立
候
補
者
が
な
く
、
会
長

の
指
名
に
よ
り
港
北
組
大
橋
定
敏
会
員
が
推
薦
さ
れ
、

一
同
拍
手
の
中
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
つ
い
て
は
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

・

同
会
計
報
告
に
続
き
、
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
案

・

事
業
予
算
案
と
審
議
さ
れ
、
共
に

一
同
拍
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
依
頼
事
項
で
は
今
期
の
役
員
、
理
事
の
紹
介

・

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
前
期
に
全
国
浄
土
宗
青
年

会
に
副
理
事
長
と
し
て
出
向
し
て
い
た
港
北
組
　
大

橋
定
敏
会
員
と
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会
に
事

務
局
員
と
し
て
出
向
し
て
い
た
高
座
組
香
川
陽
祐
会

員
よ
り
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
今
期
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会
に
港
南

組
石
川
参
天
会
員
が
監
事
と
し
て
出
向
す
る
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
各
組
の
常
任
理
事
に
よ
る
事
業

・
会
員
紹
介

の
後
、
卒
業
会
員
、
新
入
会
員

へ
の
記
念
品
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。

卒
業
会
員
は
九
名
お
ら
れ
、
内
三
名
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
皆
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

新
入
会
員
は
二
名
で
す
が
本
年
の
出
席
は
ご
ざ

い
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
、
成
田
両
監
事
よ
り
総
括
が
あ
り

最
後
に
営
間
副
会
長
の
閉
会
宣
言
に
よ

っ
て
本
総
会

は
無
事
閉
会
致
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
釈
尊
遺
跡
巡
り

港
南
組
　
石
川
　
参
天

去
る

一
月
二
十
七
日
～
二
月
二
日
に
掛
け
て
、

他
宗
団
見
学
の

一
環
と
し
て

「
イ
ン
ド
釈
尊
仏
跡

研
修
旅
行
」
と
題
し
て
、
三
荒
会
長
以
下
七
名
に

て
イ
ン
ド

ヘ
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。

会
長
以
外
の
会
員
は
初
め
て
の
イ
ン

ド
の
地
で
あ
り
、
旅
支
度
も
安
直
に
イ

ン
ド
＝
暑

い
と
い
う
具
合
に
薄
着
ば
か

り
を
ケ
ー
ス
に
詰
め
て
い
た
所
、
出
発

の
前
日
に
イ
ン
ド
団
参
旅
行
よ
り
帰
国

し
て
い
た
平
野
教
区
長
と
お
会

い
す
る

機
会
を
得
て
、
ス
フ
年
は
四
十
年
ぶ
り

の
寒
波
が
イ
ン
ド
に
来
て
お
り
、
日
本

と
気
温
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
」
と
の
助

言
を
頂
き
、
参
加
メ
ン
バ
ー
に
急
遠
連

絡
を
取
り
、
皆
事
無
き
を
得
ま
し
た
事
、

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

さ
て
現
地
で
は
、
電
車

・
飛
行
機
と

主
に
バ
ス
が
移
動
手
段
で
あ
り
、
仏
跡

見
学
は

一
割
で
移
動
が
九
割
と
思
え
る

程
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
に
こ
の
道
の
り
を
釈
尊
は
歩

い
て
仏

法
を
弘
め
た
か
と
思
い
を
馳
せ
る
と
感

慨
は
深
ま
り
、
特
に
今
回
巡

っ
た
仏
跡

の
中
で
も
霊
鷲
山

・
ブ

ッ
ダ
ガ
ヤ

・
ク

シ
ナ
ガ
ラ
等
の
聖
地
で
は
、
そ
の
地
に

立
て
た
事
で
二
千
五
百
年
の
時
を
隔
て

て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
御
伝
え
頂

い
た

釈
尊
と
の
尊
縁
を
改
め
て
感
じ
ず
に
は

居
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
ぞ
皆
様
も
機
会
が
在
る
時
に
は

様
々
な
仏
跡

へ
足
を
お
運
び
感
じ
て
下

さ
い
。
私
も
こ
の
貴
重
な
体
験
を
念
仏

布
教
の
場
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
関
ブ

ロ
浄
青
詠
唱
奉
納
大
会
報
告

輔　
　
　
　
　
　
高
座
組
　
香
川
　
陽
祐

Ж
Ж

去
る
平
成
二
十
年
四
月
四
日
、
大
本
山
増
上
寺

に
於
い
て
詠
唱
奉
納
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

神
浄
青
か
ら
は
五
名
、
関
ブ
ロ
浄
青
全
体
で
は
五

十
名
以
上
の
参
加
で
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
檀
信
徒

の
皆

様
が
日
ご
ろ
の
成
果
を

奉
納
す
る
な
か
、
関
ブ

ロ
浄
青
は
例
年
通
り

『月

影
の
御
詠
歌
』
を
青
年

僧
侶
ら
し
く
、
増
上
寺

大
殿
の
隅
々
ま
で
響
き

渡
る
ほ
ど
の
大
き
な
声

で
堂
々
と
奉
納
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

三
大
本
山

・
関
ブ
ロ
浄
青
別
時
念
仏
会

高
座
組
　
香
川
　
陽
祐

去
る
平
成
二
十
年
四
月
五
日
、
大
本
山
増
上
寺

に
於

い
て
三
大
本
山

・
関
ブ
ロ
浄
青
別
時
念
仏
会

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
神
浄
青
か
ら
は
七
名
、

関
プ
ロ
浄
青

・
檀
信
徒

の
皆
様
で
は
総
勢
百
十
八

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

増
上
寺

の
御
忌

の
さ

な
か

で
あ
り
、
わ
ず
か

な
時
間

で
の
お
念
仏

で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
檀

信
徒

の
皆
様

・
浄
青

の

仲
間
と
共

に
お
念
仏
を

お
称
え
す

る
こ
と
が
で

き
た

こ
と
は
、
大
変
貴

重
な
時
間
で
あ
り
ま
し
た
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監事
, 成田善俊

`

このたび、第19期 神浄青冨じ会長を■ :■

しました。

今期平野会長の掲げるテーマ
~='1._

～自省からの出発～のもと、はな|ま た■ 」〔
はありますが、われわれ浄土宗青年1=■ ■
ま何をなすべきかを、会員の皆様とと三 二i

剣に考え、行動してゆきたいという慰 こ:

られています。
ここ数年来、神浄青を長く支えて ドき,t

偉大な先輩方が次々と卒業なさって:)く な
`で、大きな喪失感を禁じ得ませんが、同■ ,二

気がつけば、若手会員の皆様がとでも頼もし
く感じられるようになりましたc

青年僧でいられる期間は決して長くはあ `

ません。一人でも多くの方に、一つでも多 (

の事業にご参加頂き、ともに成長して,つ きた
いと念じております。

2年間どうぞ宜しくお願い致しますこ

t｀t,、 ラヽ |し もヽ｀ヽフ` _‐ _｀ヽ じヽ トヽラ` oヽヽじヽ し も` こヽ「 =｀ _ _

平成20年 4月 23日の「神浄青定期総会」に
てご承認を頂き、第19期 浄土宗神奈川教区青
年会の相談役を務めさせて頂くことになりました:

区誓翠

'7念

テ

=6年
震習薔着テT割り籍

動してまいります。平野会長の実直さが顕れて

罰

『

県塞 蒙 ふ 島2論 し岬:李奮;饗賃
の考える活動指針に基づいた諸事業を、遂行す

穐留 跨 爵 ぎ 稿 賠 ,す驚
・
』

温かく…時には慈しみの心で… (偶には鬼神と
なりますが )皆様と同じ目線で第19期神浄青
を支えてまいります。

lili:::111!lil:i:ii:|::::||:i:i::::::||||::ill::illil:i::::II::|:ill:li::｀

大好きな「浄青」への最後の奉公として、
誠心誠意「相談役」の職を務めてまいります。
2年間どうぞ宜しくお願い申し上げます。

編 集 委 員

今期、会長が掲げる「原点回帰」～自省か ,
らの出発～というテーマに私自身も考えさせ 1
られます。神浄青活動に参加させて頂いて早 ,

T:傘、
'墓

f鼈視穏ltiこ:i嵯縫主菫息窯 ′だ
こ方奮F』肇言在:曇3F:貧曇

・
「吉′:L i

Юttkち肇翡素[馨 1勇僧611婆等免i、I I
思いますc

2年間ではありますが、会員一九となって |
活動が出来るよう、微力ながら会長を支えて ′

いきたいと思います。            |
どうぞ宜しくお願いいたします。

ほυ、‐_、υ、し、一    、、ぃ0ヽoヽ ゴヽヽoヽリ

副会長

相馬 正覚

相談役

三荒 弘道

第19期 辱申:争 青

口貝 子召 介
几
●
ヘ

′
′
■
′

な_、_、なぃ__:Fi■、ミ ,(ヒEE=鷲■っ」

^1仄～~賀

今期、我々編集委員会の活動と致しましては、

編集委員長 募努夕1寿名焦得、そし1ぎ∂ξ日雷信]房

Ｃ
／１
‘
与
り
‘Ｌ
知
り
，
ン
／
り，
しノ̈７．ゝ‘
，
Ｃど
‘
」

鱗栞有史
 言:i[R「鷲指悪ピ繁霙暑饒

つい手に取って読みたくなる紙面、ホッと一′自、、
至 Lの 暇潰し、更には貴殿の心の隙間を埋め

___貫 響軍y勲輩、,fF

吉周 ア英 三流 正順 阿川 貫浄 三浦 康t 佐々木 元洋

7
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長
を
務
め
る
事

に
な
り
ま
し
た
、

成
実
洋
史
で
す
＾
今
年
度
よ
り
安

養
院

鳥
居
淳
生
上
人
が
入
会
さ
れ

ま
し
て
、
総
勢
二
六
名
と
成
り
ま

し
た
。
会
員
各

々
個
性
が
あ
り
ま

す
が
、
仲
良
く
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
事
業
は
、
昨

年
度
よ
り
引
き
続
き
、
港
南
組
と

合
同
で
柴
田
哲
彦
先
生
を
講
師
に

経
典
講
読
研
修
会

（勅
修
御
伝
）
を
、

ま
た
歳
末
助
け
合

い
托
鉢

・
忘
年

会
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
新
規

事
業
と
し
て
普
通
救
命
講
習
を
行

い
ま
す
。
各
寺
院
に
て
お
年
寄
り

の
方
が
お
集
ま
り
に
な
る
機
会
が

多

い
か
と
存
じ
、
緊
急
時
の
対
応

を
知

っ
て
お
く
事
も
浄
青
会
員
と

し
て
必
要
と
考
え
、
人
工
呼
吸
法

。

Ａ
Ｅ
Ｄ

（体
外
式
自
動
除
細
動
機
）

の
取
扱

い
方
を
中
心
に
勉
強
さ
せ

て
頂
く
予
定
で
す
。

浅
学
非
才

の
私
の
様
な
者
に
会

長
を
務
め
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
副
会
長
曇
瀬
弘
昌
上
人
、

事
務
局
伊
香
輪

一
暁
上
人
、
会
計

関
谷
泰
然
上
人
。
又
、
幹
事
と
し

て
営
間
浩
昭
上
人
、
営
間
伸
行
上

人
に
お
願

い
を
し
て
お
り
、
諸
先

輩
や
会
員
諸
師
の
ご
指
導

・
ご
協

力

の
下
に

一
生
懸
命
務
め
る

つ
も

り

で
す

の
で
、

二
年
間
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
進
藤
会
長
の
後
を
引

き
継
ぎ
、
三
浦
組
青
年
会
第
十
五

期
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
、
正
行
院
の
菊
地
邦

彦
で
す
。
組

の
役
員
は
副
会
長
が

福
本
寺

の
山
本
宗
純
上
人
と
新
善

光
寺
の
清
水
道
善
上
人
、
事
務
局

が
光
徳
寺

の
清
水
光
司
上
人
、
会

計
が
真
光
院

の
須
田
應
紀
上
人
、

監
事
が
無
量
寺

の
進
藤
法
雄
上
人

で
す
。
県
浄
青
の
役
員
は
事
務
局

員
が
東
漸
寺

の
小
松
成
淳
上
人
、

編
集
委
員
が
光
照
寺

の
三
浦
正
順

上
人
で
す
。
今
期
、
研
修
事
業
と

し
て
は
三
浦
組
青
年
会
の
先
輩
上

人
で
あ
り
ま
す
光
雲
寺
慶
野
匡
文

上
人
、
天
養
院
吉
水
祥
史
上
人
、

不
断
寺
杉
浦
定
徳
上
人
に
ご
講
師

を
お
願

い
し
布
教
、
法
式
、
ま
た

青
年
僧
侶
と
し
て
今
勉
強
す
べ
き

事
な
ど
、
ご
相
談
し
な
が
ら
研
修

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
親
睦

事
業
は
毎
年
伝
統
の
ビ
ン
ゴ
＆
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー
大
会
、
三
浦
と
言
え
ば

海
外
研
修
も
予
定
し
て
い
ま
す

他
組
か
ら
の
ご
参
加

の
方
も
大
歓

迎
で
す
の
で
是
非
ご

一
緒
に
研
修

し
ま
し
よ
う
１
ま
た
年
末
に
は
恒

例
で
あ
り
ま
す
鎌
倉
組
、
三
浦
組

合
同
の
歳
末
助
け
合

い
托
鉢
、
忘

年
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
浄
青

に
入
会
し
先
輩
方

々
に
は
様

々
な

事
を
ご
指
導
し
て
頂
き
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。
そ
の
心
を
忘
れ
ず

に
会
員

一
同
仲
良
く
、
楽
し
く
、

団
結
し
成
長
し
て
行
け
た
ら
良

い

と
思

っ
て
い
ま
す
。
会
員
数
も
減

少
し
て
お
り
浄
青
活
動
も
厳
し
く
成
っ

て
き
て
い
ま
す
が
皆
様
と
の
交
流

を
大
切
に
で
き
る
限
り
参
加
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
期
も
三

浦
組
土星
太
ム
輛
森
》
く
⇔
〓

（ヴ
イ

ク
セ
ン
、

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
、
ミ

ウ
ラ
）
は
三
浦
ら
し
さ
を
出
し
て

い
き
ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご
協
力

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

神 静 膏 各 縄 紹 介
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小
田
原
組

の
岩
崎
正
伸

で
す
。

二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
蔭
前
会
長
を
は
じ
め
歴
代
会
長

の
お
陰
で
近
年
の
小
田
原
浄
青
は

大
変
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。
豊

富
な
個
性
、
豊
か
な
才
能
、
若

い

世
代
の
積
極
的
な
事
業

へ
の
参
加
。

現
会
員
の
誰
で
も
会
長
が
出
来
る

状
態
な
の
で
す
が
、
順
番
で
私
に

な
り
ま
し
た
。

毎
月
行
わ
れ
る

「
勉
強
会
」
で

す
が
、
今
年
の
勉
強
の
テ
ー

マ
は

五
重
相
伝
で
す
。
初
重
、
二
重

・
・
・

を
会
員
に
勉
強
し
て
き
て
い
た
だ
き
、

四
十
分
程
度
で
そ
れ
ぞ
れ
講
義
し

て
も
ら

い
ま
す
。
そ
の
後
、
お
互

い
に

「
ダ
メ
出
し
」
し
ま
す
。
人

前
で
話
す
こ
と
に
も
徐

々
に
慣
れ

て
い
く
と
良

い
と
思

い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
前
回
ま
で
の
勉
強
会
で
は
、

北
郁
先
生
に
よ
る

「和
讃
」
、
石
川

会
員
に
よ
る

「自
力
と
他
力
」
、
大

場
会
員
に
よ
る

「
習
字
」
、
小
島
先

生
に
よ
る

「
酒
水
」
「
唱
礼
」
「
四

智
讃
」
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
の
先
生
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

失
敗
の
許
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
様
々

な
挑
戦
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
に
は
恒
例
の
歳

末
助
け
合

い
托
鉢
を
今
年
も
実
施

致
し
ま
す
。　
一
方
、
親
睦
事
業
で

す
が
、
ま
ず
、
教
区
長
杯

ソ
フ
ト

で
今
年
も

「助

っ
人
」
な
し
で
チ
ー

ム
を
組
み
た
い
で
す
。
出
来
れ
ば
、

一藤
７
レ
た
い
。
僑
谷
昴
攣
膨
漿
ら
た
い
。
・
・
。

六
月
に
は
研
修
旅
行
を
北
海
道
で

行

い
ま
す
。
新
善
光
寺
等
を
訪
ね

ま
す
。

現
在
十
七
名

の
会
員
が
在
籍
し

て
い
ま
す
が
、
徐

々
に
会
員
が
減

少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
対
策
も

早
め
に
講
じ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

9
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今
期
の
中
郡
組
浄
青
で
は
、
「悲

嘆
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
様

々

な
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す

地
域
社
会
や
家
族
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
容
し
て
い
る
現
代
に
於

い
て
、
愛
す
る
人
を
亡
く
し
悲
嘆

に
暮
れ
る

「
個
人
」
は
孤
立
し
て

い
ま
す
＾́
私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
人
々

の
個
々
の
苦
し
み
に
向
か
い
合

い

な
が
ら
、
「浄
青
と
し
て
何
が
で
き

る
か
」
で
は
な
く
、
「私
た
ち
も
い

ず
れ
悲
嘆
を
経
験
す
る
ひ
と
り
の

人
間
」
と
し
て
、
彼
等
か
ら
多
く

を
学
ぶ
と
共
に
、
孤
立
す
る
個
々

の
人
々
が
繋
が
り
合

い
、
お
互

い

が
支
え
あ
う

「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

（セ

ル
フ
ケ
ア
こ

で
き
る
場
と
し
て
の

寺
院
の
可
能
性
、
僧
侶
の
役
割
な

ど
も
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
は
悲
嘆
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、

死
の
現
実
を
明
ら
め
、
故
人
と
の

新
た
な
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
未

来
に
対
し
光
明
を
見
出
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

確
か
な
宗
教
観
を
も

つ
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
そ
し
て
、
往
生
浄
土
、

倶
会

一
処
と

い
っ
た
浄
土
宗
の
教

え
は
遺
族
に
と

っ
て
の
光
明
そ
の

も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

共
に
往
生
浄
土
を
願
う
も
の
と

し
て
、
同
じ
目
線
に
立
ち
な
が
ら
も
、

「死
」
の
向
こ
う
岸
に
我
々
の
求
む

べ
き
浄
土
を
指
し
示
す
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
医
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
は
な
く
、
浄
土
宗
僧
侶
だ
か
ら

こ
そ
出
来
得
る
役
割
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

人
の
悲
し
み
は
、　
一
般
化
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
机
上

の
議
論
で
は
な
く
、
実
際
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
、
自
身

が
何
か
を
感
じ
取
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
講

習
会
な
ど
を
通
じ
、
広
く
各
組

の

皆
様
に
も
呼
び
か
け
て
行
き
た

い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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事業会員紹介

京浜組 工行寺

台石 隆鉢

高座組 未迎寺

几学 明彦

ぽ
小口源組 本誓寺

戌口 呂弥

小口原祖 浄蓮寺
官嗚 俊逍

港占組 願行寺

丼上 俊逍

a<a<a<a<a<a<a<a<a<a<o<o<a<a<a<.?<a<a<a<a<a<e<a<a<a<a<o<a<a<a<a<a<a<a<a<a<a<a<a<o<o<a<a<a<a<a<d<aqa<?<o<a<a<a<<ra<,1n -

編集後記
ようやく「浄青神奈川第35号」発行の運びとなりました。

皆様、今回の「浄青神奈川」いかがでしたでしょうか?機関紙という物

の性格上、編集作業で心掛けたのは、「奇をてらわずに几紙を避ける」とい

う事でした。反省点も多々ありますが、編集委員―同、力を合わせて作り

上げた渾身の一紙です。また、ご寄稿頂いた、宮林台下をはじめとする諸

上人の皆様、ご協力誠に有難うございました。

私が約 20年前浄青に入会し、初めての組
浄青の研修会が、専福寺・成田上人の伝法に

関する研修でした。当時、五重という言葉さ
えよく分からぬ私ではありましたが、諸先輩
方のご指導をいただき、組浄青にて帰敬式・

授戒・五重相伝と成 し遂げられたことは、今
後の僧侶という生き方の大きな糧となる重要
な体験でした。

このような貴重な体験のできる浄青のます
ますの発展を願います。

浄青活動の中で特に印象深かったのは高座
組主催の帰敬式と昨年行われた第 2回大別時
会です。帰敬式では受者係として、また大別
時会では実行委員として活動したことは私に
とって大変貴重な経験でした。様々な行事に

参加する事によって会員の方々との繋がりを
感じる事ができた事は大きな財産になりまし
た。会員の皆様のご活躍と浄青の益々のご発
展をお祈り申し上げ御礼のご挨拶とさせてい
ただきます。どうもありがとうございました。

浄青活動に良く参加する人に悪い人はいな
いと思いました。接 していただいた先輩、後
輩、同級生、みんな好い人。たわいの無い会
話がとても楽 しかったです。そのような機会
が減ってしまうのはちょっと残念。尽力は全
然 していませんが、少しはお役に立てたかな。
今回、卒業しますが、何処ぞで会ったら気

軽に声でも掛けて下さい。
活動のなかで知り合えた皆とこれからも多

岐にお付き合い出来ますよう。
皆さん、お世話になりました。

早いもので、私も浄青の卒業を迎えること
となりました。副住職という立場にありなが
ら、勤めをしているため、神浄青の活動にも
ほとんど参加せず申し訳ない気持ちでいっぱ
いであるとともに、会員として暖かく在籍さ
せていただいたことに感謝しています。
神浄青の皆さまの益々のご活躍とご健康を

祈念 しております。

浄青活動を振り返ると、平成 18年 8月 に
皆さんのご協力の下、無事に全国大会を務め
られたのが1番の思い出でしょうか。こんな
大きな大会の実行委員長を、まさか自分が務
めることになるとは思いもよりませんでした。
浄青活動を通じて経験したことが、今の自

分にとって素晴らしい財産となりました。是
非皆さんも浄青活動を通じて、いろんなこと
を吸収してください。それがやがて必ず自分
の糧となることでしょう。

港占組 工党寺

石川 党順

高座組 浄上寺

渋容 聰明

京浜組 夫安寺

水谷 舛靖

港Jヒ組 専称寺

夏几 直苛

入会から四半世紀、思い返せば理事拝任の
折、慣れとはいえ諸先輩に対 して随分生意気
な物言いをしたものだと今でも汗顔の至りだ
しかしそのような無謀にも背伸びする若輩を
真正面から受け止めて下さった諸師に改めて
感謝せねばなるまい。
しかしこのような和合僧の有様こそが浄青の
良さ真髄なのだと確信する。自戒の念と共に
再度自身に奮起を促 したい。現役の皆様、浄
青という貴重な時間をどうぞ思う存分に駆け
抜けて下さい。

入会 したとき高座組浄青は2名 でしたc仕
方なく神浄青の理事会へも足を運ぶこととな
りました。それから20年 いろいろな行事に
参加させていただきましたが、最後の年だけ
は、ほとんど参加することができなく、とて
も残念に思っております。お寺のことはあま
り知らぬまま活動に参加させていただき、何
時も勉強させていただきました。何よりも有
り難かったことは沢山の仲間が出来たことで
す。浄青での経験を励みとして頑張っていき
たいと思います。

早いもので43の歳を迎えました。私は大
学を卒業後、十数年間浄土宗出版室へ奉公し
ていたのであまり活動へのお手伝いが出来ま
せんでしたが、卒業前には常任理事・教区の
編集委員長を拝任 し、無事に務めあげる事が
出来ました。これも偏に青年会員一人ひとり
の力と恩恵に支えられたお蔭と感謝いたしま
す。その活動で培った尊い教えを確と心に刻
み、“シニア"僧侶として、精進いたします

=

最後に皆様のご活躍をご祈念申し上げ挨拶と
いたします。

神奈川浄土宗青年会を卒業いたしますが、

なかなか参加できなかったことを反省するは

かりでございます。皆様方におかれましては

浄土宗の青年僧侶として、社会と関わり合い

ながらのご発展をご祈念申し上げます。大変

お世話になりましたこと、あわせて御礼申し

上げます。

第 19期マスコットキャラクター
座間のセイちゃん

■
し
く
お
願
い
し
ま
す

鎌倉組 安養院

鳥居 淳生
①特になし
②特になし
③特になし

中郡組 易往寺
一 真成
①大豆
②麻生久美子
③山

①好きな食
‐

②好きな
=モ

 :

③趣味

おえれ洋で足た
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月
　
明

月

　

月

関ブロ浄青御忌詠唱奉納大会

関東三大本山別時念仏会

第1回 lll事 会

定期総会 神浄青入会式・卒業式

第2卜 1理 事会 新旧役員歓送迎会

機関紙『浄青神奈川』第35号発行

関ブロ第36回 総会 研修会

(関東地方教化センター・神奈川教区 )

浄上宗青年会 第4回 全国大会

第 lLl,II]「 会

他宗団見学

大本山光明寺開山忌前清掃奉仕 第5卜 1理 事会

十夜法要手伝い

関ブロ浄青スポーツ交流大会 (山 梨教区 )

神奈川教区長杯ソフトボール大会

関東三大本山 関プロ浄青別時会

対内紙『NICEBOSE通 信』第13号発行
第6口 |'11'会

神浄青35周年記念講演 懇親会 (.志年会)

御忌別時会 第7「 1理 事会

第34回全国浄土宗青年会総合研修会

全浄大別時会

第 8卜 lJll事 会

※今年度中に会員手帳発行

紺
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下 旬

28日 (月 )～ 30日 (水 )

28日 (木 )予定

初 旬

1   9日 (木 )

12日 (日 )～ 15日 (水 )

《神浄青35周年記念事業告知》

日時12月 18日 (木 )

卒業会員の皆様、奮ってご参加下さい。

会場 横浜市内予定

内容 記念講演 並びに 懇親会

※詳細は後日お知らせ致します。
神浄青ホームページ.www.jodO… kks,com

平成20年度 浄土宗神奈川教区青年会 事業計画

日

4日 (金 )

5日 (土 )

14日 (月 )

23日 (水 )

26日 (月 )

1日 (日 )

24日 (火 )～ 26日 (水 )

大本山光明寺開山忌前清掃奉仕 第3卜 1理 事会 大本山光明寺

第61回夏期僧堂手伝い                    大本山光り」寺

場    所

大本山増上寺

大本山増上寺

大本山光明寺

大本山光明寺

人本山光明寺・鶴ケ1可 会館

長野善光寺大本順

青森 人戸 (予 定 )

大本山光lJl寺

比叡山 黒谷青龍寺

大本山光りl寺

大本山光明寺

石和

担当 港南組

大本山光明寺

大本山光明寺

横浜市内

大本山光明寺

1り毎道 札幌

大本山光明寺

第 19期マスコットキャラクター 座間のセイちやん




